
資料１－１

令和３年度の主な災害状況等について

１ 主な災害状況

○ 令和３年度は、５月から１０月にかけて大雨や台風による風水害が発生。

○ 令和３年７月１０日の大雨では、えびの市で県内初となる大雨特別警報が発表

されたことにより、制度改正後初の緊急安全確保を発令。

○ 令和３年９月１６日から１８日までにかけての大雨では、宮崎市で大規模な土

砂災害が発生。

○ 令和４年１月２２日１時８分頃に日向灘を震源地とする最大震度５弱、マグニ

チュード６．６の地震が発生し、県内で、人的被害４件が発生。延岡市や高千穂

町では配水管の漏水により、断水が発生。

（主な風水害）

人的被害（人） 住家被害（棟） 非住家被害(棟)

死者 全壊 半壊 一部 床上 床下 公共 その他災害名 行方 重傷 軽傷

破損 浸水 浸水 施設不明

－ － － － － － － － １ － ４7/10大雨

－ － － － － １ 20 57 － －9/16～18大雨 －

1/22地震 － － － ４ － － － － － － －

合計 ４ １ 20 58 － ４－ － － －

２ 災害対応等

○ 県では、災害状況に応じて災害対策本部や災害警戒本部、情報連絡本部等を設

置して対応しており、令和３年度は、災害警戒本部を４回、情報連絡本部を２７

回設置。

○ 防災庁舎で、災害情報やカメラ映像を大画面で表示する「災害対策用オペレー

ションシステム」や関係機関で防災情報を共有するための「防災情報共有システ

ム」を活用。

○ 災害対応能力の強化として、４月には伝達・参集訓練を、５月には風水害を想

定した図上訓練を実施。８月に予定していた南海トラフ巨大地震津波を想定した

図上訓練は、緊急事態宣言下のため中止し、１０月に延岡市で計画していた県総

合防災訓練についても、実動訓練を中止したが、図上訓練として、規模を縮小し

て実施。


